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１．鳴門教育大学学校教育研究紀要 ( 以下 ｢ 紀要 ｣ という。）は，主として次の投稿論文を掲載する。


















































　　　図題は図の下に，和文原稿では図１，図２…のように，英文原稿では Fig. １，Fig. ２…のように記す。また，表題は
表の上に，和文原稿では表１，表２…のように，英文原稿では Table １，Table ２…のように記す。図題，表題ともに，




















　　　　　（例）NARUTO, Taro (１９００), The Japanese School, Tokyo, Nippon Syuppan, pp.１-２００.
　⑺　注記は必要な場合には本文の最後，文献の前に一括して記述し，本文中では該当箇所の右肩上付で，注１），注２）の
ようにして示す。
　⑻　研究プロジェクトの研究成果である原著論文又は研究報告については，文献の後に付記として，当該研究プロジェク
トの年度，研究題目を明示する。
８．投稿は，文書ファイルを，社会連携課社会連携チームまでメール（chiiki@naruto-u.ac.jp）にて提出する。
９．校正は著者が責任を持って行い，誤植の訂正のみとし内容の加筆，修正，削除等は受付けない。
　なお，著者校正は初校のみとする。
１０．別刷の費用は，個人（研究費）負担とする。
